
地域研修（高知県）　地域研修プログラム

時間
（目安）

単元の概要 講師

1 35分
防災活動全体の流れと個々の活動の基礎的な知識を
学ぶ。

内閣府

2 40分 防災活動の前提となる法律を学ぶ。 内閣府

3 25分 防災計画の基本的な知識を学ぶ。 内閣府

4 70分
地域の災害特性（地域の脆弱性含む）、想定される被
害状況とその発生メカニズムを学ぶ。

高知地方
気象台

5 40分
避難情報判断、住民伝達、避難行動などについて、
「避難情報に関するガイドライン」を中心に学ぶ。

内閣府

6 50分
災害救助法の概要や応急仮設住宅（建設型、賃貸型
等）の提供業務の仕組みと概要について学ぶ。

内閣府

7 45分
災害救助法に基づく避難所の開設・運営業務及び多
様な被災者への対応について、ガイドラインや事例を
交えて学ぶ。

内閣府

8 50分
住家の被害認定調査や罹災証明書交付業務の概要
について学ぶ。

内閣府

9 10分 被災者生活再建支援法の概要について学ぶ。 内閣府

10 20分 地区防災計画の位置づけや策定プロセスを学ぶ。 内閣府

11 25分 災害発生時の初動対応や心得について学ぶ。 内閣府

12 20分 発災前及び発災後の物資調達について学ぶ。 内閣府

13 15分
GISによる統合された情報提供の必要性とISUTの有
効性について学ぶ。

内閣府

14 20分 行政と災害ボランティアの連携について学ぶ。 内閣府

15 40分
激甚災害制度や大規模災害復興法の概要について
学ぶ。

内閣府

16 15分 災害対策基本法改正の全体概要を学ぶ。 内閣府

17 50分
「災害対応力を強化する女性の視点～男女共同参画
の視点からの防災・復興ガイドライン～」を踏まえ、男
女共同参画の視点からの防災の取組について学ぶ。

内閣府

42分 内閣府

18分 気象庁

災害ボランティア

復旧・復興対策

災害対策基本法等の改正

災害対応力を強化する女性
の視点
～男女共同参画の視点からの防
災～

区分 単元

防災行政概要

災害法体系

防災計画
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南海トラフ地震臨時情報の背景・意義、発表された際
のとるべき行動等について学ぶ。

南海トラフ地震臨時情報18

地域の災害特性

警報避難の枠組み

被災者支援の枠組み（A）
（災害救助法と仮設住宅）

被災者支援の枠組み（B）
(避難生活支援)

被災者支援の枠組み（C）
（生活再建支援①）

被災者支援の枠組み（D）
(生活再建支援②)

地区防災計画

災害応急対策

物資調達

ISUT
（災害時情報集約支援チーム）

：受講必須（調整単元）：受講必須（基本単元） ：受講任意（追加単元）



時間
（目安）

単元の概要 講師区分 単元

：受講必須（調整単元）：受講必須（基本単元） ：受講任意（追加単元）

開会 10分 開会の挨拶、オリエンテーション、講師紹介など。 事務局

受講者　自己紹介 15分 1⼈10秒程度で自己紹介（所属と氏名のみ）を行う。 受講者

災害対応過程と態度を
学ぶ

120分
＋10分
休憩

実際の災害発生時の地方公共団体の対応事例を題
材に、事前対策や災害対応に対する心構えを学ぶ。

事務局
小山先生

昼休憩 60分

災害対策本部における
対応

160分
＋20分
休憩

特定状況や課題に対する災害対策本部としての対応
目標の設定及び対策立案を中心とする災害対応上の
ポイントを学ぶ。

事務局
小山先生

全体討論（ふりかえり） 60分
研修全体を通じて学んだことから、地域の防災力向上
や備えに反映させるべきことを受講者間で考える。

事務局
小山先生

閉講 10分 連絡事項、写真撮影など。 事務局
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